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AWS Certified Database - Specialty (DBS-C01) 試験ガイド 

はじめに 

AWS Certified Database - Specialty (DBS-C01) 試験は、データベースに焦点を当てた 
役割を担う個人を対象としています。この試験では、データベースの設計、移行、 
デプロイ、アクセス、メンテナンス、オートメーション、モニタリング、 
セキュリティ、トラブルシューティングの概念について、受験対象者の総合的な理解を
検証します。 

また、次のタスクについての受験者の能力も検証します。 

• AWS データベースサービスの主な機能の違いを明確に理解する。 
• ニーズと要件を分析し、AWS のサービスを使用した適切なデータベース 
ソリューションを設計して提案する。 

受験対象者について 

受験対象者は、以下を身に付けている必要があります。 

• 一般的なデータベーステクノロジーに関する 5 年以上の経験 
• AWS での 2 年以上の実務経験 
• オンプレミスおよび AWS クラウドのリレーショナルデータベースおよび 

NoSQL データベースでの経験と専門知識 

受験対象者にとって対象範囲外のジョブタスクとみなされるもの 

受験対象者が実施できることが想定されていないジョブタスクは、以下のリストの 
とおりです。このリストはすべてを網羅しているわけではありません。以下のタスク
は、本試験の範囲外です。 

• 抽出、変換、およびロード (ETL) オペレーションの開発 
• データパイプラインの設計 
• データレイクアーキテクチャの設計 
• 複雑なストアドプロシージャの開発 

対象範囲内の AWS サービスと機能のリスト、および対象外の AWS サービスと機能の
リストについては、付録を参照してください。  
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試験内容 

解答タイプ 

試験には次の 2 種類の設問があります。  

• 択一選択問題: 正しい選択肢が 1 つ、誤った選択肢 (不正解) が 3 つ提示 
される。 

• 複数選択問題: 5 つ以上の選択肢のうち、正解が 2 つ以上ある。 

設問の記述に最もよく当てはまるもの、または正解となるものを 1 つ以上選択 
します。不正解の選択肢は、知識や技術が不十分な受験者が選択してしまいそうな、 
設問内容と一致するもっともらしい解答になっています。 

未解答の設問は不正解とみなされます。推測による解答にペナルティはありません。 
試験には、スコアに影響する設問が 50 問含まれています。 

採点対象外の設問 

試験には、スコアに影響しない採点対象外の設問が 15 問含まれています。AWS では
こういった採点対象外の設問での成績情報を収集し、今後採点対象の設問として 
使用できるかどうかを評価します。試験では、どの設問が採点対象外かは受験者に 
わからないようになっています。 

試験の結果 

AWS Certified Database - Specialty (DBS-C01) 試験は、合否判定方式の試験です。 
試験の採点は、認定業界のベストプラクティスおよびガイドラインに基づいた、 
AWS の専門家によって定められる最低基準に照らして行われます。 

試験の結果は、100～1,000 のスケールスコアとして報告されます。合格スコアは 750 
です。このスコアにより、試験全体の成績と合否がわかります。複数の試験間で難易度
がわずかに異なる可能性があるため、スコアを均等化するためにスケールスコアが使用
されます。 

スコアレポートには、各セクションの成績を示す分類表が含まれる場合があります。 
試験には補整スコアリングモデルが使用されるため、セクションごとに合否ラインは 
設定されておらず、試験全体のスコアで合否が判定されます。 
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試験の各セクションには特定の重みが設定されているため、各セクションに割り当て 
られる設問数が異なる場合があります。分類表には、受験者の得意な部分と弱点を示す
全般的な情報が含まれます。セクションごとのフィードバックを解釈する際は注意して
ください。 

試験内容の概要 

この試験ガイドには、セクションに設定された重み、コンテンツドメイン、タスク 
ステートメントについての説明が含まれています。本ガイドは、試験内容の包括的な 
リストを提供するものではありません。ただし、各タスクステートメントの追加情報を
使って、試験の準備に役立てることができます。 

本試験のコンテンツドメインと重み設定は以下のとおりです。 

• 第 1 分野: ワークロード固有のデータベース設計 (採点対象コンテンツの 26%) 
• 第 2 分野: デプロイと移行 (採点対象コンテンツの 20%) 
• 第 3 分野: マネジメントとオペレーション (採点対象コンテンツの 18%) 
• 第 4 分野: モニタリングとトラブルシューティング (採点対象コンテンツの 18%) 
• 第 5 分野: データベースセキュリティ (採点対象コンテンツの 18%) 

第 1 分野: ワークロード固有のデータベース設計  

タスクステートメント 1.1: 特定のデータタイプとワークロードタイプに適した 
データベースサービスを選択する。 

• ACID ワークロードと BASE ワークロードを区別する。 
• 各データベースタイプの適切な使用について説明する (リレーショナル、 

key-value、ドキュメント、インメモリ、グラフ、時系列、台帳など)。 
• 永続的なデータとエフェメラルデータのユースケースを特定する。 

タスクステートメント 1.2: 災害対策と高可用性の戦略を決定する。 

• リージョンとアベイラビリティーゾーンの配置を選択して、データベースの 
パフォーマンスを最適化する。 

• 災害対策および高可用性の戦略におけるリージョンとアベイラビリティーゾーン
の影響を判断する。 

• リードレプリカとマルチ AZ 配置のユースケースの違いを明確にする。 
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タスクステートメント 1.3: パフォーマンス、コンプライアンス、スケーラビリティに
適したデータベースソリューションを設計する。 

• インスタンスベースのデータベースのアーキテクチャとの比較に基づいて、 
サーバーレスのデータベースを提案する。 

• リードレプリカのスケーリング要件を評価する。 
• データベースキャッシュのソリューションを定義する。 
• パーティション化、シャーディング、インデックス作成の影響を評価する。 
• 適切なインスタンスタイプとストレージオプションを決定する。 
• リレーショナルデータベースと NoSQL データベースのオートスケーリング機能
を判断する。 

• Amazon DynamoDB の適応容量の影響を判断する。 
• コンプライアンス要件に基づいてデータの局所性を判断する。 

タスクステートメント 1.4: データベースソリューションのコストを比較する。 

• オンデマンドキャパシティーとプロビジョニングされたキャパシティーの比較を
含め、DynamoDB のキャパシティーユニットのコストへの影響を判断する。 

• インスタンスタイプとオートスケーリングに関連するコストを判断する。 
• 高可用性、バックアップ、マルチリージョン、マルチ AZ、ストレージタイプの
オプションを含むコストに適した設計を行う。 

• データアクセスのコストを比較する。 

第 2 分野: デプロイと移行 

タスクステートメント 2.1: データベースソリューションのデプロイを自動化する。 

• アプリケーションの要件を評価して、デプロイするコンポーネントを決定する。 
• 適切なデプロイツールとサービス (AWS CloudFormation、AWS CLI など) を選択
する。 

タスクステートメント 2.2: データの準備戦略と移行戦略を決定する。 

• データ移行方法 (スナップショット、レプリケーション、復元など) を決定 
する。 

• データベース移行ツールとサービス (AWS Database Migration Service [AWS 
DMS]、ネイティブデータベースツールなど) を評価する。 

• データソースとターゲットを準備する。 
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• スキーマの変換方法を決定する (AWS Schema Conversion Tool [AWS SCT]  
など)。 

• 同機種間の移行戦略との比較に基づいて、異機種間の移行戦略を決定する。 

タスクステートメント 2.3: データ移行の実行および検証を行う。 

• データ移行の設計とスクリプト実行を行う。 
• データ抽出スクリプトとデータ移行スクリプトを実行する。 
• データが正常にロードされたことを確認する。 

第 3 分野: マネジメントとオペレーション 

タスクステートメント 3.1: メンテナンスタスクとプロセスを決定する。 

• データベースサービスに適した AWS 責任共有モデルを確保する。 
• 適切なメンテナンスウィンドウ戦略を決定する。 
• メジャーエンジンのアップグレードとマイナーエンジンのアップグレートの違い
を明確にする。 

タスクステートメント 3.2: バックアップと復元の戦略を決定する。 

• 自動および手動でのバックアップおよびスナップショットの必要性を特定する。 
• バックアップと復元の戦略の違いを明確にする (フルバックアップ、 
ポイントインタイム、クロスリージョンでのバックアップの暗号化など)。 

• 保持ポリシーを定義する。 
• バックアップと復元を目標復旧時点 (RPO) および目標復旧時間 (RTO) の要件に
関連づける。 

タスクステートメント 3.3: データベースソリューションの運用環境を管理する。 

• 下位環境の更新を調整する。 
• 設定の変更を実装する (Amazon RDS のオプショングループとパラメータ 
グループ、または DynamoDB のインデックス変更など)。 

• 運用タスクを自動化する。 
• AWS Trusted Advisor のレポートに基づいてアクションを実行する。 
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第 4 分野: モニタリングとトラブルシューティング 

タスクステートメント 4.1: モニタリングとアラートの戦略を決定する。 

• モニタリングツールを評価する (Amazon CloudWatch、Amazon RDS 
Performance Insights、データベースネイティブなど)。 

• アラート条件に適したパラメータとしきい値を決定する。 
• しきい値を超えた場合はツールを使用してユーザーに通知する (Amazon  

Simple Notification Service [Amazon SNS]、Amazon Simple Queue Service 
[Amazon SQS]、CloudWatch ダッシュボードなど)。 

タスクステートメント 4.2: 一般的なデータベース問題をトラブルシューティングして
解決する。 

• 障害カテゴリの特定、評価および対応を行う (接続のトラブルシューティング、
インスタンス、ストレージ、パーティション化の問題など)。 

• 可能な場合に応答を自動化する。 

タスクステートメント 4.3: データベースのパフォーマンスを最適化する。 

• データベースのパフォーマンスに関する問題のトラブルシューティングを行う。 
• データベースの最適化に適した AWS のツールとサービスを特定する。 
• 設定、スキーマの設計、クエリ、インフラストラクチャを評価し、 
パフォーマンスを向上させる。 

第 5 分野: データベースセキュリティ 

タスクステートメント 5.1: 保存時および転送時のデータを暗号化する。 

• リレーショナルデータベースと NoSQL データベースのデータの暗号化を行う。 
• SSL 接続をデータベースに適用する。 
• キー管理を実装する (AWS Key Management Service [AWS KMS]、AWS 

CloudHSMなど)。 
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タスクステートメント 5.2: 監査ソリューションを評価する。 

• 構造およびスキーマの変更に適した監査戦略を決定する (DDL など)。 
• データ変更に適した監査戦略を決定する (DMLなど)。 
• データアクセスに適した監査戦略を決定する (クエリなど)。 
• インフラストラクチャの変更に適した監査戦略を決定する (AWS CloudTrail  
など)。 

• Amazon CloudWatch Logs へのデータベースログのエクスポートを有効に 
する。 

タスクステートメント 5.3: アクセスコントロールのメカニズムと認証メカニズムを 
決定する。 

• ユーザーとロール (IAM、ネイティブ認証情報、Active Directoryなど) に対して
認証コントロールを提案する。 

• ユーザーに対して認可コントロールを提案する (ポリシーなど)。 

タスクステートメント 5.4: データベースソリューション内の潜在的なセキュリティ 
脆弱性を認識する。 

• データベースアクセスのためのセキュリティグループのルールとネットワーク 
ACL を決定する。 

• 関連する VPC 構成を特定する (VPC エンドポイント、パブリックサブネットと
プライベートサブネットの比較、境界ゾーンなど)。 

• 機密データに適した保管方法を決定する。 
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付録 

範囲内の AWS のサービスと機能 

以下に、試験範囲の AWS のサービスと機能のリストを示します。このリストは 
すべてを網羅しているわけではなく、また、変更される場合があります。各 AWS の 
サービスは、サービスの主な機能に応じたカテゴリに分けられています。 

アプリケーション統合: 

• Amazon EventBridge 
• Amazon Simple Notification Service (Amazon SNS) 
• Amazon Simple Queue Service (Amazon SQS) 

クラウド財務管理: 

• AWS Budgets 
• AWS Cost Explorer 

コンピューティング: 

• AWS Auto Scaling 
• Amazon EC2 
• AWS Lambda 

コンテナ: 

• Amazon Elastic Container Service (Amazon ECS) 
• Amazon Elastic Kubernetes Service (Amazon EKS) 
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データベース: 

• Amazon Aurora 
• Amazon DocumentDB (MongoDB 互換) 
• Amazon DynamoDB 
• Amazon DynamoDB Accelerator (DAX) 
• Amazon ElastiCache 
• Amazon Keyspaces (Apache Cassandra 向け) 
• Amazon Neptune 
• Amazon Quantum Ledger Database (Amazon QLDB) 
• Amazon RDS 
• Amazon Redshift 
• Amazon Timestream 

マネジメントとガバナンス: 

• AWS CLI 
• AWS CloudFormation 
• AWS CloudTrail 
• Amazon CloudWatch 
• AWS Config 
• AWS Trusted Advisor 

移行と転送: 

• AWS Database Migration Service (AWS DMS) 
• AWS DataSync 
• AWS Schema Conversion Tool (AWS SCT) 
• AWS Snow ファミリー 

ネットワークとコンテンツ配信: 

• AWS Direct Connect 
• Elastic Load Balancing (ELB) 
• Amazon Route 53 
• Amazon VPC (および関連機能) 
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セキュリティ、アイデンティティ、コンプライアンス: 

• AWS CloudHSM 
• AWS Directory Service 
• AWS Identity and Access Management (IAM) 
• AWS Key Management Service (AWS KMS) 
• AWS Secrets Manager 

ストレージ: 

• Amazon Elastic Block Store (Amazon EBS) 
• Amazon S3 
• Amazon S3 Glacier 

範囲外の AWS のサービスと機能 

以下に、試験対象外の AWS のサービスと機能のリストを示します。このリストは 
すべてを網羅しているわけではなく、また、変更される場合があります。試験の対象と
なる職務内容に完全に関係のない AWS のサービスは、このリストから除外されて 
います。 

分析: 

• Amazon QuickSight 

ビジネスアプリケーション: 

• Amazon Chime 
• Amazon Connect 
• Amazon WorkDocs 
• Amazon WorkMail 

デベロッパーツール: 

• AWS CodeBuild 
• AWS CodeCommit 
• AWS CodeDeploy 
• AWS CodeStar 
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IoT: 

• AWS IoT ボタン 
• AWS IoT Greengrass 
• AWS IoT プラットフォーム 

マネジメントとガバナンス: 

• AWS Chatbot 
• AWS Compute Optimizer 
• AWS コンソールモバイルアプリケーション 
• AWS Control Tower 
• AWS Health Dashboard 
• AWS License Manager 
• Amazon Managed Grafana 
• Amazon Managed Service for Prometheus 
• AWS Managed Services (AMS) 
• AWS Proton 
• AWS Service Catalog 
• AWS Well-Architected Tool 

メディアサービス: 

• すべてのメディアサービス (AWS Elemental MediaConnect など) 

移行と転送: 

• AWS Application Discovery Service 
• AWS Application Migration Service 
• AWS Migration Hub 
• AWS Transfer Family 

アンケート 

この試験ガイドはどの程度役に立ちましたか？ アンケートに答えてお知らせ 
ください。 

 

https://amazonmr.au1.qualtrics.com/jfe/form/SV_8vLR1a9uG9zu9Po?course_title=DB-Spec&course_id=DBS-C01&Q_Language=JA
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